
ホームページアドレス（U R L）h t t p : / / w w w . t o w n . i n a g a w a . h y o g o . j p 電子メールアドレス　k o h o @ t o w n . i n a g a w a . l g . j p

�とき ３月1 5日（日） 午後１時3 0分～（受付

同１時～）

�ところ 生涯学習センター

�講師 牧田 満知子さん（兵庫大学教授）

�定員 先着4 0人

�参加費 無料

申込み・問い合わせは、３月1 3日までに電話・

ＦＡＸ（7 6 7－2 2 5 5）・Ｅメール（k i k a k u @ t o w n . i n a

g a w a . l g . j p）で、企画財政課（�7 6 6－8 7 1 1）へ。

いき生きライフセミナー

これからの地域福祉を考える
～共に生きる社会をめざして～

私達は、男だから女だからといった

慣習的な物の考え方をなくし、性別に

こだわることなく、お互いを尊重し、

すべての人がともに生きる社会をつく

っていきたいと考えています。

いき生きライフは毎月第２土曜日に定例会で意見交

換をしたり、講演会や料理教室などを開催し、意識や

生活の中での男女の垣根を取り除くよう活動していま

す。ぜひ、私達の活動に参加してみてください。これ

までと違った考え方や世界が見つかると思います。

家庭や地域・職場での考え方や行動

をチェックしてみてください。「はい」

は多くありませんか？もう一度自分自

身を見直してみましょう。

チチ ェェッッ ククしし てて みみまま しし ょょうう

近
年
、
世
界
中
で
「
人
権
尊

重
」
「
女
性
の
地
位
向
上
」
に

向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、

国
・
県
や
本
町
に
お
い
て
も
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
幅
広
い
啓
発
・
事
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

本
町
で
は
平
成
13
年
に
「
猪

名
川
町
男
女
共
同
参
画
行
動
計

画
」
を
策
定
し
、
男
女
が
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動

に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
事
業
・
施
策
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
ま

た
本
町
の
特
色
を
生
か
し
た
計

画
と
す
る
た
め
、
住
民
参
画
の

懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
実
施

し
、
本
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。一

人
ひ
と
り
が
豊
か
で
充
実

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

男
女
が
と
も
に
互
い
を
尊
重

し
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
自
ら
の

能
力
や
個
性
が
発
揮
で
き
る
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が

不
可
欠
で
す
。

こ
の
理
念
か
ら
、
基
本
目
標

で
あ
る

①
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
意
識
の
改
革

②
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
社

会
づ
く
り
の
推
進

③
男
女
が
と
も
に
働
き
続
け

る
た
め
の
条
件
整
備

④
生
涯
に
わ
た
る
心
と
か
ら

だ
の
健
康
づ
く
り

⑤
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
環
境
の
整
備

の
５
項
目
を
計
画
の
大
綱
と
し

内
容
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

新
し
い
計
画
の
主
な
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
男

女
が
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

は
、
豊
か
で
充
実
し
た
生
活
に

つ
な
が
り
ま
す
。
小
学
校
区
ご

と
に
設
立
さ
れ
て
い
る
地
域
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
や
自
治
会
な

ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

動
に
、
男
女
が
と
も
に
積
極
的

に
参
加
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
大
変
重
要
な

環
境
・
防
災
の
分
野
に
つ
い
て

は
、
男
女
が
と
も
に
参
画
し
な

が
ら
、
自
主
防
災
活
動
や
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
な
ど
、
身
近

な
場
所
で
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

女
性
は
妊
娠
や
出
産
、
更
年

期
障
害
な
ど
、
身
体
上
・
健
康

上
の
問
題
に
直
面
す
る
た
め
、

女
性
も
男
性
も
そ
れ
ぞ
れ
の
身

体
の
特
徴
を
十
分
に
理
解
し
、

思
い
や
り
を
持
っ
て
生
き
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

本
町
で
は
各
地
域
で
活
動
す

る
健
康
づ
く
り
支
援
員
の
協
力

を
得
て
、
身
近
な
健
康
づ
く
り

へ
の
啓
発
や
実
践
活
動
を
展
開

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
き
め
細

や
か
な
健
康
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

女
性
の
就
業
意
欲
は
年
々
高

ま
り
、
就
業
継
続
や
再
就
職
の

希
望
者
も
増
加
し
、
働
き
方
も

多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
働
き
方
の
見
直
し

を
促
進
し
、
男
女
が
と
も
に
仕

事
と
家
庭
、
地
域
活
動
、
自
己

啓
発
な
ど
、
自
ら
が
望
む
バ
ラ

ン
ス
で
選
択
・
実
現
で
き
る
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

計
画
の
全
容
に
つ
い
て
は
、

企
画
財
政
課
窓
口
で
閲
覧
、
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
課
（
�

７
６
６
・
８
７
１
１
）
へ
。

本
町
の
特
性
を

盛
り
込
ん
だ
改
訂
版

●「主人」「奥さん」とい

う言葉に抵抗を感じない。

●子どもが病気のとき､仕

事を休むのは母親で当然だ

と思う。

●女性は家事や育児ができ

て当然だ。また男性は家事

や育児ができなくても仕方

がない。

●雑用やお茶くみ、掃除な

どが女性だけの仕事になっ

ているのは仕方ない。

●育児休業を男性がとるな

んて考えられない。育児休

業は女性がとるべきだ。

●学校の保護者欄には、父

親の名前を書くのがあたり

まえだ。

●町内会や自治会は、実際

に参加するのが女性でも、

代表は男性が良い。

●男性よりも女性の言葉づ

かいの悪さが気になる。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

健
康
づ
く
り

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・バ

ラ
ン
ス

はい・いいえ

男女がともにゆとりのある豊かな

生活を送ることができる社会の実現

に 向 け 、 本 町 で は 平 成 1 3 年 度 に

「猪名川町男女共同参画行動計画」

を策定し、住民の皆さんとともに取

り組みを進めてきました。

今回、時代の変化に対応し、参画

と協働をより一層深めるため、計画

の見直しを行いましたので、概要を

お知らせします。

男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
（
改
訂
版
）
を
策
定

�
男
性
に
も
料
理
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
男
女
共
同
参
画
グ
ル
ー
プ
い
き
生
き

ラ
イ
フ
主
催
の
「
男
の
料
理
教
室
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
男
女
あ
わ
せ
て
15
人
。
和
気

あ
い
あ
い
と
料
理
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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いきいきと暮らせる社会に
男女共同参画グループ

いき生きライフ代表　広瀬隆さん

環
境
・
防
災
分
野

へ
の
取
り
組
み
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